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◆この講演を聴くことができたことでも、はるば

る兵庫から来たかいがありました。時代を超えて

教育として大切にしなければならないことがある

と確信がもてました。また頑張って子どもたちに

向き合おうと思います。 

 

◇対談の中で、今教育にかけられている攻撃がど

ういうものであるか、そして学校がどういう場で

あるべきかを改めて感じることができました。 

 

◆少し大人になると失敗することが怖くなり自分

を守ろとしてしまう。失敗してもまわりに相談し

助け合うことをしなければならないと学びまし

た。 

 

◇いつの時代でも子どもを理解する力、同僚と共

に実践する姿勢、教師としての成長について考え

ていくことが大切だと思いました。 

 

◆心にしみるようにお2人の話が心に残りまし

た。ふつふつと元気になり、また明日から頑張っ

ていこうと思いました。 

◇集団、確かな人間関係をつくること。ずっとこ

だわってきたことがやっぱりそうだったんだ！と

確信が持てました。 

 

◆自分の弱さを認めることが他者理解の第一歩だ

と思いました。 

 

◇大学生の時に「学校Ⅱ」を観て支援学校の教師

になろうと思いました。撮影の裏話もきけて興味

深かったです。 

 

◆「弱い自分」「ダメな自分」をいつも感じてい

るけれど、教師としての「自負心」をもって自分

の向き合う子どもに責任を持っていこう！とかみ

しめました。 

 

◇山田先生の持っている弱さをさらけ出せるの

は、むしろ強さのように感じました。目の前の生

徒に対して責任を持つ、学校を安全基地にする。

チームとして学校経営する。学校が安心空間にな

るように、学校全体で頑張っていきたい。 

 

◆来てよかったー。言葉になりませんが、今日来

れてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 1月８日(日) 

記念対談、「悩み多き教員生活に勇気をもらいました。」 

「学校 II」の予告編の

YouTube の QR コードです 



◆あらためて自分自身が教師として担当する子ど

もに対し責任を持ってあたるということを再確認

させてもらった。 

 

◇いい企画でした。20年前に観た映画をもう一度

見直したくなりました。自信を失いそうな現実に

直面することがあっても、生徒たちに直接責任を

負う教師としての自負だけは手放してはいけない

と思いました。 

 

◆山田先生のお話、飾らない言葉で胸にズン、と

響いてきました。ありがとうございます。頑張ろ

う！！ 

 

◇教育の原点、本当に大切にしなければならない

学校の姿、教師として生徒、保護者とのあり方を

再確認させていただけました。 

 

◆山田先生の気取りのない話、戸田さんのわかり

やすいリード、北海道にきてよかったです。 

 

◇教師人生とはお天気のように様々な時代をくぐ

り抜けていくんだなぁと思いました。山田洋二の

「教育とは教師の都合の良い子どもをつくるもの

ではない」という言葉が心に残りました。 

 

◆「人が育つことはすばらしいことだ」「人が人

として生きるところに教育がある」という温かく

素適なメッセージをもらうことができました。 

 

◇評価によって分断された子どもとの関係、同僚

との関係、アンパンマンの精神で取り戻していき

たいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各地からのビデオレター式の紹介、とてもよか

ったです。 

●手作り感いっぱいのＶＴＲ、素適でした。 

○北海道の広さを改めてかんじました。 

●組合はやっぱりあたたかいなぁと思いました。 

○ＶＴＲのすべてが悪天候だったのが印象的 

●この集会を成功させたいという実行委員の思い

が伝わった。 

○「ｓｍｉｌｅ×３」の曲がとても素敵でいいな

ーと思いました。 

●広い北海道に散らばっている先生方が一同に集

まって歌っている場面、一体感があった。 

 

300 名が「かでった」全体交流会 

大人気の北海道セット、 

750 号室で販売中 


